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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
私
ど
も
N
P
O
法
人

東
京
都
日
本
中
国
友
好
協
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
当
協
会
は
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
65
年
前
、
中
華
人
民
共
和
国

設
立
の
1
年
後
の
1
9
5
0
年
10
月
に
日
本
中
国
友
好
協
会

東
京
都
連
合
会
と
し
て
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
65
年

間
、
都
日
中
は
友
好
都
市
の
提
携
を
結
ん
だ
北
京
市
を
中
心

に
日
中
間
の
友
好
交
流
を
粘
り
強
く
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
東
京
都
日
本
中
国
友
好
協
会
の
皆
様
の
日
中
両
国
及
び
東

京
、
北
京
両
都
市
間
の
相
互
理
解
と
友
好
促
進
へ
の
多
大
な

る
貢
献
に
、
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
私
が
知
事
に
就
任
し
た
昨
年
は
、
東
京
都
と
北
京
市
が
友

好
都
市
提
携
を
結
ん
で
三
十
五
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
し

た
。
私
は
王
安
順
北
京
市
長
の
招
待
を
受
け
、
四
月
に
都
知

事
と
し
て
十
八
年
ぶ
り
に
北
京
市
を
公
式
に
訪
問
し
、
長
ら

く
途
絶
え
て
い
た
東
京
都
と
北
京
市
と
の
友
好
関
係
を
再
開

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
東
京
都
日
本
中
国
友
好
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
永
年
に
わ
た
り
日
本
と
中
国
の
相
互
理
解
と
友
好
親
善

に
ご
尽
力
さ
れ
、
両
国
の
発
展
に
多
大
な
ご
貢
献
を
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
貴
協
会
の
創
立
六
十
五
周
年
と
い
う
記
念
す
べ

き
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
貴
協
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
草
の
根
の
友
好
交
流

を
通
じ
て
、
国
家
間
の
外
交
と
は
ま
た
違
う
、
重
要
な
役
割

た
。
昨
年
、
両
都
市
の
首
都
交
流
は
舛
添
都
知
事
の
就
任
に

よ
っ
て
大
き
く
動
き
始
め
ま
し
た
。
舛
添
知
事
は
、
就
任
直

後
か
ら
「
都
市
交
流
は
積
極
的
に
進
め
る
」
と
の
方
針
を
掲

げ
ら
れ
、
都
知
事
と
し
て
は
18
年
ぶ
り
に
王
安
順
市
長
の
招

き
で
北
京
市
を
訪
問
さ
れ
、
当
協
会
が
行
っ
て
い
る
草
の
根

交
流
に
も
深
い
理
解
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
65
周
年
と
い

う
節
目
の
年
に
、
子
々
孫
々
、
世
々
代
々
の
友
好
の
た
め

に
、
北
京
市
対
友
協
と
協
力
し
て
東
京
―
北
京
の
首
都
同
士

の
友
好
交
流
を
更
に
活
性
化
し
、
次
の
世
代
に
引
き
継
げ
る

よ
う
創
造
的
な
友
好
交
流
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
当
協
会
へ
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
祈
念
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
四
月
の
訪
中
で
は
、
汪
洋
国
務
院
副
総
理
及
び
唐
家
璇
中

国
日
本
友
好
協
会
会
長
と
も
面
会
し
、
中
国
政
府
は
地
方
レ

ベ
ル
の
交
流
を
全
力
で
支
援
す
る
と
い
う
力
強
い
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
北
京
訪
問
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
停
滞
し
て
い
た
民

間
の
経
済
交
流
や
日
中
の
地
方
レ
ベ
ル
の
交
流
が
動
き
出
し

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
東
京
都
と
北
京
市
が
様
々
な
交
流
・

協
力
を
行
う
こ
と
で
、
日
中
間
の
相
互
理
解
促
進
に
貢
献
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
民
間
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
、
様
々
な
分
野
で
の
交
流
が
推

進
さ
れ
、
両
国
・
両
都
市
の
友
好
関
係
が
一
層
深
ま
る
こ
と

を
祈
念
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
東
京
都
日
本
中
国
友
好
協
会
の
益
々
の
ご
発
展

と
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
新
年
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

を
果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
市
民
同
士
の
、
顔
の
見
え
る

交
流
の
積
み
重
ね
は
、
異
な
る
国
の
人
と
の
間
に
緊
密
な
信

頼
関
係
を
育
む
も
の
で
す
。
本
年
も
、
両
国
の
、
そ
し
て
東

京
と
北
京
両
首
都
の
人
々
の
温
か
な
交
流
が
一
層
進
展
し
ま

す
よ
う
、
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
東
京
都
は
、
二
〇
二
〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
、
お
も
て
な
し
で
も
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
で
も
ベ
ス
ト
な
も
の
と
す
べ
く
、
準
備
を
急
い
で
お
り
ま

す
。
皆
様
方
に
は
、
引
き
続
き
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
都
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
本
大
会
を

契
機
と
し
て
、
両
国
・
両
都
市
の
友
好
交
流
が
よ
り
一
層
緊

密
と
な
る
よ
う
、
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
東
京
都
日
本
中
国
友
好
協
会
の
益
々
の

ご
発
展
と
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

東
京
都
日
中
友
好
協
会
二
〇
一
四
年
市
民
交
流
訪
中
団
。
北
京
・
国
子
監
の
孔
子
像
前
で

 

　（
右
か
ら
二
人
目
は
、
劉
樹
声
さ
ん
）

日
中
友
好
協
会
創
立
65
周
年
を
迎
え
て
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つ
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き
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石和温泉京水荘の玄関の前で
勢ぞろい
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次
に
中
国
大
使
館
よ
り
汪
婉

参
事
官
が
「
セ
ミ
ナ
ー
に
よ

っ
て
相
互
理
解
が
一
層
深
ま

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

と
挨
拶
さ
れ
た
。

　
最
初
に
特
別
講
演
と
し

て
、
高
野
倉
和
央
氏
（
公
益

社
団
法
人
日
中
友
好
協
会
事

務
局
長
）
に
よ
る
「
日
中
友

好
運
動
の
歴
史
」
の
講
演
が

行
わ
れ
た
。
1
9
7
2
年
の

日
中
国
交
正
常
化
、
78
年
の

日
中
平
和
友
好
条
約
に
至
る

日
中
友
好
運
動
の
歴
史
を
ご

自
身
の
体
験
を
通
し
、
時
々

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
講
演

さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
石
田
昌
三
九
氏

（
都
日
中
副
理
事
長
）
か
ら

は
「
戦
争
孤
児
体
験
と
日
中

友
好
の
原
点
」
の
講
演
が
行

わ
れ
た
。
石
田
氏
は
4
歳
の

　
11
月
1
日
（
土
）
9
時

「
日
中
友
好
秋
季
セ
ミ
ナ
ー

東
京
」
の
参
加
者
は
東
京
駅

前
を
バ
ス
で
山
梨
県
石
和
に

向
け
出
発
。
談
合
坂
S
A
で

大
使
館
の
皆
さ
ん
と
合
流
。

　
13
：
30
中
野
修
常
務
副
会

長
の
司
会
で
セ
ミ
ナ
ー
の
開

会
式
。
主
催
者
を
代
表
し
て

都
日
中
会
長
代
行
渡
辺
道
代

常
務
副
会
長
は
「
セ
ミ
ナ
ー

は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
活

発
な
討
論
で
多
く
の
成
果
を

期
待
し
ま
す
」
と
話
し
た
。

日
中
友
好
秋
季
セ
ミ
ナ
ー
東
京

石
和
温
泉
で
初
め
て
開
催 北

京
市
長

王
安
順

　
教
職

員
部
会

連
続
講

座
「
私

と
八
路

軍
」
で
、
日
本
の
中
国
侵
略

戦
争
で
捕
虜
と
な
り
、
こ
の

戦
争
は
間
違
っ
て
い
る
と
気

づ
い
て
日
本
人
反
戦
同
盟
員

と
し
て
、
反
戦
活
動
を
し
た

小
林
寛
澄
さ
ん
、
敗
戦
後
、

中
国
で
職
を
失
い
人
民
解
放

軍
に
加
わ
り
、
後
方
勤
務
に

つ
い
て
中
国
各
地
を
転
々
と

移
動
し
た
水
野
正
昭
さ
ん
の

お
話
を
伺
っ
て
い
る
▼
青
木

書
店
の
『
日
中
戦
争
下
中
国

に
お
け
る
日
本
人
の
反
戦
活

動
』
に
よ
れ
ば
、
山
東
半
島

牟
平
県
で
小
林
寛
澄
上
等
兵

は
部
下
と
八
路
軍
の
討
伐
に

出
か
け
る
が
反
撃
に
遭
い
、

も
う
こ
れ
ま
で
と
自
決
を
決

意
。
だ
が
小
林
寛
澄
さ
ん
の

軽
機
関
銃
の
弾
は
頭
を
か
す

め
、
発
射
の
衝
撃
と
銃
口
の

高
温
ガ
ス
で
気
絶
す
る
▼
や

っ
て
き
た
八
路
軍
が
生
死
を

確
か
め
よ
う
と
銃
尾
で
身
体

を
打
つ
と
醒
め
る
。
兵
士
は

「
ホ
リ
ョ
ハ
コ
ロ
サ
ナ
イ
、

ユ
ウ
タ
イ
ス
ル
」
と
言
い
、

言
葉
ど
う
り
に
暖
か
く
迎
え

て
く
れ
た
▼
捕
虜
と
な
っ
て

半
年
、
こ
の
軍
隊
は
何
か
が

違
う
と
思
い
、
日
本
の
戦
争

の
間
違
い
に
気
づ
い
て
、
日

本
軍
へ
の
宣
伝
ビ
ラ
を
書
く

よ
う
に
な
っ
た
▼
安
倍
首
相

は
未
だ
に
侵
略
戦
争
を
「
歴

史
家
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と

先
達
政
治
家
の
歴
史
認
識
を

否
定
し
て
い
る
▼
お
二
人
の

話
を
聞
い
て
、
私
達
の
歴
史

認
識
を
確
固
と
し
た
も
の
に

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
次
回
は
1
月
22
日
、
是

非
ご
聴
講
を
。 

（
滝
）

◯北◯京◯か◯ら 新年のごあいさつ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

2
0
1
5
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
私

は
、
北
京
市
人
民
対
外
友
好
協
会
を
代
表

し
、
東
京
都
日
中
友
好
協
会
の
会
員
の
皆

様
、
並
び
に
中
日
友
好
事
業
に
関
心
と
支
援

を
寄
せ
て
こ
ら
れ
た
日
本
の
各
界
の
皆
様
、

平
和
を
愛
す
る
東
京
都
民
の
皆
様
に
、
謹
ん

で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
1
4
年
、
私
た
ち
は
共
に
北
京
市
と

東
京
都
の
友
好
都
市
提
携
35
周
年
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。
当
協
会
は
東
京
都
日
中
友
好
協

会
と
手
を
携
え
て
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
青

少
年
、
高
齢
化
産
業
等
の
分
野
で
豊
富
多
彩

な
交
流
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
青

梅
マ
ラ
ソ
ン
で
、
北
京
や
東
京
の
学
校
校
舎

内
で
、
じ
ぶ
り
美
術
館
の
中
で
、
北
京
養
老

博
覧
会
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
ま
た
、
区
民
交
流

セ
ン
タ
ー
及
び
市
民
ス
ポ
ー
ツ
行
事
等
で
も

両
都
市
市
民
交
流
の
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
交
流
を
通
じ
て
、
相
互
理
解

と
友
情
を
深
め
、
両
都
市
の
友
好
関
係
の
発

展
に
も
推
し
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

新
し
い
一
年
は
、
貴
協
会
と
手
を
携
え

て
、
民
間
交
流
の
良
さ
を
生
か
し
、
友
好
、

理
解
、
そ
し
て
協
力
の
架
け
橋
を
築
き
、

様
々
な
市
民
交
流
を
通
じ
て
、
北
京
市
と
東

京
都
の
友
好
都
市
関
係
の
深
化
の
た
め
に
、

中
日
友
好
を
促
進
し
、
さ
ら
な
る
努
力
と
貢

献
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、
貴
協
会
益
々
の
ご
発
展
と
友
人

の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

北
京
市
人
民
対
外
友
好
協
会
会
長

呂
錫
文

辞
旧
迎
新
に
際
し
、
私
は
、
北
京
市
人
民

政
府
と
市
民
を
代
表
し
、
東
京
都
日
中
友
好

協
会
並
び
に
中
日
友
好
事
業
に
関
心
と
支
援

を
寄
せ
て
こ
ら
れ
た
日
本
各
界
の
皆
様
、
平

和
を
愛
す
る
東
京
都
民
の
皆
様
に
、
謹
ん
で

新
春
の
祝
福
と
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
1
4
年
は
、
北
京
市
と
東
京
都
は
友

好
都
市
提
携
35
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
し

た
。
こ
の
一
年
で
、
両
都
市
の
友
好
関
係
は

新
た
な
発
展
時
期
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
4

月
末
、
私
は
舛
添
要
一
都
知
事
と
北
京
で
会

談
し
、
両
都
市
の
友
好
関
係
の
回
復
や
双
方

の
互
恵
協
力
に
つ
い
て
深
く
意
見
交
換
を

し
、
広
範
な
共
通
認
識
に
つ
き
ま
し
た
。
私

た
ち
は
、
互
尊
互
信
（
互
い
に
尊
重
し
、

信
頼
す
る
）、
互
学
互
鑑
（
互
い
に
学
び
あ

い
、
お
手
本
と
す
る
）、
交
流
と
協
力
を
拡

大
し
、
両
都
市
民
に
更
な
る
幸
を
も
た
ら
す

よ
う
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

「
国
の
交
わ
り
は
民
の
親
し
み
に
あ

り
。」
東
京
都
日
中
友
好
協
会
は
、
長
期
に

わ
た
り
、
中
日
友
好
促
進
の
た
め
に
、
実
り

の
あ
る
盛
り
だ
く
さ
ん
の
交
流
事
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
新
し
い
年
に
、
東
京
都
日
中

友
好
協
会
に
友
好
の
架
け
橋
の
役
割
を
更
に

発
揮
し
、
中
日
友
好
促
進
と
維
持
の
た
め

に
、
積
極
的
に
更
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
す
よ

う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
東
京
都
の
友
人
の
皆
様
の
ご
多

幸
と
北
京
市
と
東
京
都
の
友
情
が
永
久
に
変

わ
ら
な
い
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

時
、
終
戦
を
旧
満
州
の
吉
林

省
で
迎
え
、
父
親
は
シ
ベ
リ

ヤ
に
抑
留
さ
れ
、
妹
は
避
難

中
餓
死
し
た
。
難
民
と
し
て

母
親
と
南
下
中
誘
拐
さ
れ
、

育
て
の
親
と
出
会
う
。
苦
難

続
き
の
末
、
日
本
人
孤
児
と

し
て
珍
し
く
大
学
に
進
む
な

ど
養
父
母
の
「
愛
情
」
を
十

分
与
え
ら
れ
た
。
1
9
6
4

年
帰
国
。
実
母
に
も
再
会

し
、
石
田
氏
と
母
の
苦
難
に

満
ち
た
戦
後
は
や
っ
と
終
わ

る
。
終
戦
の
大
混
乱
時
に
、

こ
の
よ
う
に
日
本
人
孤
児
に

寄
せ
た
中
国
の
大
地
に
生
き

る
人
々
の
類
ま
れ
な
「
永
遠

の
愛
」
は
、
日
中
友
好
の
懸

け
橋
そ
の
も
の
で
あ
り
、
出

席
者
は
こ
の
報
告
に
大
き
な

衝
撃
と
感
動
を
受
け
た
。

　
休
憩
を
挟
ん
で
、
栗
山
事

務
局
長
の
司
会
で
友
好
交
流

課
題
の
討
論
に
入
っ
た
。

　（
1
）「
経
済
交
流
の
必
要

性
と
課
題
」
を
中
国
側
か
ら

明
暁
東
参
事
官
、
日
本
側
か

ら
渡
辺
道
代
常
務
副
会
長
が

基
調
提
案
を
行
い
、
尾
崎
常

務
副
会
長
よ
り
介
護
講
師
北

京
派
遣
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　（
2
）「
文
化
交
流
活
動
の

活
性
化
」
を
王
才
旦
一
等
書

記
官
と
尾
崎
隆
信
常
務
副
会

長
が
基
調
提
案
を
行
い
討
論

に
入
っ
た
。
青
梅
日
中
の
木

下
政
明
常
務
理
事
は
来
年
2

月
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
訪
日
団
受

入
の
取
組
み
、
須
藤
誠
常
務

理
事
か
ら
は
太
極
柔
力
球
普

及
活
動
、
海
老
澤
ひ
さ
え
副

理
事
長
か
ら
女
性
部
会
の
取

組
み
、
小
野
義
則
常
務
理
事

か
ら
は
文
化
交
流
委
員
会
活

動
の
取
組
み
、
須
山
加
代
子

常
務
理
事
か
ら
は
中
国
語
普

及
活
動
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　（
3
）「
民
間
交
流
を
更
に

高
め
る
た
め
に
」
を
孫
永
剛

一
等
書
記
官
と
中
野
常
務
副

会
長
が
基
調
提
案
を
行
い
討

論
に
入
っ
た
。
地
区
協
会
か

ら
朝
妻
敏
夫
理
事
よ
り
渋
谷

区
卓
球
交
流
会
の
取
組
み
、

中
島
菊
豊
島
日
中
副
会
長
よ

り
豊
島
区
東
京
熊
猫
倶
楽
部

の
取
組
み
、
富
澤
弘
治
豊
島

日
中
副
会
長
よ
り
豊
島
区
ふ

く
ろ
祭
り
御
神
輿
の
取
組

み
、
渡
辺
貴
美
子
大
田
区
日

中
理
事
よ
り
中
国
帰
国
者
支

援
活
動
の
取
組
み
（
残
留
孤

児
支
援
）の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
閉
会
の
挨
拶
で
汪
婉
参
事

官
か
ら
「
短
期
間
の
取
組
み

で
し
た
が
素
晴
ら
し
い
内
容

の
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。
来
年

も
行
い
ま
し
ょ
う
」
と
の
言

葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
18
：
00
懇
親
会
は
尾
崎
常

務
副
会
長
の
司
会
で
始
ま
り

和
や
か
な
交
流
で
あ
っ
た

　
二
日
目
は
9
：
00
よ
り
小

野
常
務
理
事
の
司
会
で
始
ま

っ
た
。
韓
志
強
公
使
に
よ
る

「
こ
れ
か
ら
の
中
日
関
係
に

つ
い
て
」
講
演
が
行
わ
れ

た
。「
冒
頭
、
東
京
都
日
中

が
北
京
と
東
京
の
市
民
友
好

関
係
の
改
善
へ
の
た
ゆ
ま
ぬ

努
力
に
感
謝
。
今
年
4
月
、

舛
添
要
一
都
知
事
の
北
京
訪

問
な
ど
で
改
善
の
チ
ャ
ン
ス

を
迎
え
、
省
エ
ネ
、
環
境
保

護
、
青
少
年
、
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
多
く
の
実
務
面
で

進
展
が
図
ら
れ
た
こ
と
。
ま

た
中
国
大
使
館
の
〔
錦
秋
交

流
の
夕
〕
で
東
京
都
各
区
各

界
の
友
好
的
な
人
々
と
交
流

し
、
都
区
か
ら
民
間
ま
で
中

国
と
の
友
好
に
熱
意
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ

た
。
現
在
の
中
国
・
日
本
の

関
係
に
つ
い
て
、
歴
史
問
題

と
島
の
問
題
が
あ
る
が
、
国

交
正
常
化
の
時
、
共
通
認
識

と
し
て
守
ら
れ
て
い
た
。
日

本
政
府
は
、
誠
意
と
行
動
に

よ
っ
て
適
切
に
処
理
し
、
世

世
代
代
の
日
中
友
好
を
望
み

た
い
。
中
国
経
済
は
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
中
で
高
度
成
長
か

ら
中
高
成
長
に
大
き
く
変
動

し
て
い
る
。
産
業
構
造
を
改

善
し
、
都
市
化
を
進
め
内
需

拡
大
を
行
い
、
持
続
可
能
な

長
期
安
定
成
長
を
目
指
す
。

世
界
と
調
和
の
と
れ
る
国
、

と
も
に
発
展
し
覇
権
国
家
に

は
な
ら
な
い
。
両
国
関
係
も

人
と
人
と
の
関
係
、
交
流
が

活
発
に
な
れ
ば
必
ず
良
い
方

向
に
行
く
。
お
互
い
に
補
う

関
係
で
あ
る
。
地
方
レ
ベ
ル

の
交
流
、
民
間
団
体
の
交
流

を
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
含

め
活
発
に
行
う
こ
と
で
、
こ

れ
こ
そ
両
国
関
係
の
す
そ
野

を
広
げ
強
固
な
も
の
に
す
る

こ
と
だ
。」
と
述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
T
P
P
問
題
、

都
市
化
に
よ
る
農
業
問
題
に

つ
い
て
質
疑
応
答
が
あ
り
、

セ
ミ
ナ
ー
を
終
了
し
た
。
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宮 下 好 美

中
国
の
中
の
日
本
文
化

李順剛副学院長

張賽娜さんの追悼の挨拶

下はワークショッフルの風景

中国に留学した経験者が一同に会する。

日本棋院で真剣勝負の対局風景

日　 本　 と　 中　 国 東京版（19） （2015年） 1月1日

　
公
益
社
団
法
人
日
中
友
好

協
会
で
は
毎
年
多
数
の
公
費

に
よ
る
中
国
へ
の
留
学
生
を

送
り
出
し
て
い
ま
す
。
私
自

国
が
作
っ
た
文
化
を
す
べ
て

中
国
が
大
事
に
し
て
き
た
と

は
限
ら
な
い
。
日
本
や
韓
国

で
は
、「
中
国
的
」
な
「
礼
文

化
」
は
比
較
的
大
事
に
引
き

つ
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
日
本
は
明
治
時
代
に
文
明

開
化
と
と
も
に
西
洋
文
化
を

い
ち
早
く
取
り
入
れ
た
。
そ

こ
で
和
製
漢
語
が
作
ら
れ
、

そ
の
漢
語
を
中
国
は
取
り
入

れ
た
。
毛
沢
東
が
毛
沢
東
思

想
を
書
い
た
り
、
述
べ
た
り

し
た
と
き
、
当
然
「
共
産
・

主
義
・
資
本
・
階
級
・
思

想
・
政
治
・
経
済
・
文
化
」

な
ど
の
和
製
漢
語
を
使
っ
た

と
い
え
る
。

　
現
在
、
社
会
・
人
文
・
科

学
な
ど
で
は
、
こ
れ
ら
の
和

製
漢
語
が
中
国
で
は
使
わ
れ

て
い
る
し
、
中
国
の
中
に
し

っ
か
り
と
根
を
お
ろ
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
和
製
漢
語
を

　
11
月
19
日
「
中
国
の
中
の

日
本
文
化
、
日
本
の
中
の
中

国
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
孔

子
学
院
李
順
剛
副
学
院
長
の

話
が
あ
っ
た
。
日
本
と
中
国

は
2
0
0
0
年
の
交
流
史
が

あ
る
。
日
本
の
文
化
は
中
国

か
ら
伝
来
し
た
と
い
わ
れ
、

漢
字
は
中
国
か
ら
日
本
へ
伝

え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
今
や

中
国
語
の
中
に
は
日
本
製
の

成
語
が
70
％
位
あ
る
の
で
は

な
い
か
。
日
本
は
中
国
か
ら

漢
字
と
儒
学
を
取
り
入
れ
た

が
、
そ
れ
は
日
本
化
し
、
カ

ナ
や
ひ
ら
が
な
な
ど
の
国
字

を
作
り
だ
し
た
。

　
ギ
リ
シ
ャ
人
は
必
ず
し
も

古
代
ギ
リ
シ
ャ
文
化
を
引
き

継
い
で
い
な
い
よ
う
に
、
中

　
11
月
16
日
新
宿
の
京
王
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、「
故

牧
田
安
夫
さ
ん
を
偲
ぶ
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
故
人
を

偲
ぶ
友
人
・
知
人
80
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
発
起
人

は
貫
洞
哲
夫
都
日
中
名
誉
会

長
、
宇
都
宮
徳
一
郎
都
日
中

会
長
、
西
園
寺
一
晃
孔
子
学

院
学
院
長
、
お
よ
び
張
賽
娜

北
京
市
人
民
対
外
友
好
協
会

元
副
会
長
、
王
学
軍
中
国
国

公
費
留
学
生
の
交
流
会

四
十
周
年
記
念
、
経
験
者
が
集
う

牧
田
安
夫
さ
ん
を

偲
ぶ
会

つ
か
わ
な
い
と
現
在
の
文
章

が
書
け
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
2
0
1
2
年
に
世
界
金
融

危
機
か
ら
脱
し
た
と
い
わ
れ

る
中
国
。
し
か
し
管
理
理

念
・
技
術
・
価
値
観
な
ど

は
、
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。

知
的
財
産
権
を
大
量
に
所
有

し
「
創
造
基
地
」
へ
と
生
ま

れ
変
わ
り
、
理
念
や
思
想
改

革
が
中
国
に
は
必
要
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

「
優
し
い
精
神
」「
可
愛
い

文
化
」 「
癒
し
文
化
」
な
ど

が
、
現
在
日
本
か
ら
中
国
に

輸
入
さ
れ
な
が
ら
中
国
の
中

に
徐
々
に
浸
透
し
始
め
て
い

る
。
こ
う
し
た
日
本
と
中
国

と
の
相
互
理
解
と
影
響
し
合

う
こ
と
が
、
日
中
関
係
に
お

い
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　（
高
野
）

工
学
院
大
学
孔
子
学
院
と
の
共
同
講
座

中
国
問
題
を
読
み
解
く

　
第
17
回
東
京
都
日
中
友
好

囲
碁
交
流
大
会
が
2
0
1
4

年
11
月
15
日
（
土
）
日
本
棋

院
で
開
催
さ
れ
た
。
恒
例
と

な
っ
て
い
る
当
大
会
だ
が
、

今
回
は
中
国
大
使
館
の
ご
協

力
を
得
て
、
大
会
名
に
中
国

大
使
館
杯
の
冠
が
付
く
こ
と

と
な
っ
た
。
大
会
会
場
は
第

10
回
大
会
ま
で
日
本
棋
院

1
F
ホ
ー
ル
で
行
っ
て
い

た
が
、
11
回
以
降
は
大
田

区
、
池
袋
、
東
京
中
国
文
化

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
し
て

き
た
。
日
本
棋
院
で
の
開
催

は
7
年
ぶ
り
で
あ
る
。
参
加

者
は
、
東
京
近
郊
に
在
住
す

る
日
中
の
愛
棋
家
48
名
、
大

使
館
3
名
、
江
西
省
囲
碁
協

会
訪
日
団
5
名
に
よ
る
3
回

戦
の
対
抗
戦
で
行
わ
れ
た
。

　
第
一
部
（
司
会
：
明
立
周

二
大
会
実
行
委
員
長
）、
主

催
者
側
を
代
表
し
て
斎
藤
成

都
日
中
文
化
交
流
委
員
会
委

員
長
は
「
囲
碁
を
通
じ
て
友

好
交
流
を
深
め
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
て
欲
し
い
」
と
挨

拶
。
通
訳
は
李
青
海
氏
（
中

国
囲
碁
協
会
棋
士
七
段
）。

来
賓
紹
介
に
移
り
、
傳
剛
一

等
書
記
官
を
初
め
中
国
大
使

館
員
の
方
々
、
鄭
克
强
団
長

を
初
め
と
す
る
江
西
省
囲
碁

協
会
訪
日
代
表
団
16
名
が
紹

介
さ
れ
た
。
ま
た
、
中
国
囲

碁
界
の
重
鎮
聶
衛
平
九
段
の

ご
子
息
で
あ
る
孔
令
文
七
段

（
日
中
交
流
特
命
棋
士
）
か

ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
日

本
側
か
ら
は
中
国
の
プ
ロ
棋

戦
で
新
人
王
戦
を
創
設
し
た

鈴
木
豊
氏
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
翁
子
瑜
審
判
長
（
中
国
囲

碁
協
会
棋
士
六
段
）
の
対
局

開
始
の
発
声
と
と
も
に
、
対

局
は
和
や
か
に
始
ま
っ
た
。

現
在
の
日
中
対
抗
の
形
式
と

な
っ
て
7
回
目
と
な
る
本
大

会
は
、
過
去
の
第
1
回
か
ら

第
5
回
ま
で
中
国
側
の
5
連

勝
と
な
っ
て
い
た
が
、
初
め

て
昨
年
日
本
側
が
雪
辱
し
、

2
年
続
け
て
負
け
ら
れ
な
い

中
国
チ
ー
ム
に
対
し
連
勝
を

目
指
す
日
本
チ
ー
ム
と
い
っ

た
状
況
で
、
交
流
第
一
と
い

っ
た
中
に
あ
っ
て
も
真
剣
勝

負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　
ど
の
対
局
も
内
容
の
濃
い

す
ば
ら
し
い
ゲ
ー
ム
が
多

く
、
き
わ
ど
い
接
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。
展
開
は
、
中

国
側
が
1
回
戦
を
13
勝
9
敗

で
制
し
、
続
く
2
回
戦
も
13

勝
9
敗
と
優
位
に
進
め
、
ほ

ぼ
優
勝
を
手
中
に
し
た
か
と

思
わ
れ
た
が
、
3
回
戦
で
日

本
選
手
が
奮
起
し
、
中
国
側

6
勝
16
敗
と
な
り
大
逆
転
で

日
本
チ
ー
ム
の
優
勝
と
な
っ

た
。
大
接
戦
を
制
し
た
日
本

チ
ー
ム
は
、
初
の
中
国
大
使

館
杯
を
手
に
し
た
。

　
会
場
内
で
は
、
あ
ち
こ
ち

で
互
い
の
健
闘
を
称
え
合
う

選
手
同
士
の
交
流
が
深
ま
っ

た
。
今
回
、
江
西
省
囲
碁
協

会
訪
日
代
表
団
と
し
て
訪
日

さ
れ
た
喻
平
江
西
省
囲
碁
協

会
秘
書
長
（
中
国
囲
碁
協
会

棋
士
二
段
）
に
よ
る
指
導
対

局
も
行
わ
れ
、
日
中
の
囲
碁

を
通
じ
た
交
流
と
な
っ
た
。

第
二
部
、
懇
親
会
（
司
会
：

小
野
義
則
常
務
理
事
）
の
参

加
者
は
80
名
を
超
え
た
。
主

催
者
側
を
代
表
し
て
宇
都
宮

徳
一
郎
会
長
が
「
よ
う
や
く

日
中
首
脳
会
談
は
実
現
し
た

が
第
一
歩
に
過
ぎ
な
い
。
引

続
き
草
の
根
交
流
を
深
め
て

い
き
た
い
」
と
挨
拶
。

　
次
に
、
来
賓
ま
た
選
手
と

し
て
参
加
さ
れ
た
中
国
大
使

館
領
事
部
の
傳
剛
一
等
書
記

官
よ
り
「
交
流
な
く
し
て
友

好
は
な
い
。
囲
碁
を
通
し
て

友
好
交
流
を
継
続
し
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
る
」
と
。
次

に
江
西
省
囲
碁
協
会
訪
日
代

表
団
鄭
克
强
団
長
が
「『
人

生
一
局
棋
』『
山
河
一
局
棋
』

囲
碁
交
流
を
通
じ
て
世
世
代

代
の
た
め
に
友
好
を
続
け
て

欲
し
い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

乾
杯
は
、
呉
清
源
九
段
と
と

も
に
昭
和
の
囲
碁
界
を
支
え

た
木
谷
實
九
段
の
ご
子
息
木

谷
正
道
氏
が
行
い
、
に
ぎ
や

か
な
懇
親
会
と
な
っ
た
。

　
明
立
実
行
委
員
長
よ
り
、

34
対
32
の
僅
差
で
日
本
側
勝

利
が
伝
え
ら
れ
、
中
国
大
使

館
傳
剛
一
等
書
記
官
よ
り
日

本
チ
ー
ム
小
澤
信
弘
主
将
に

大
使
館
杯
が
授
与
さ
れ
た
。

続
い
て
中
国
側
4
名
、
日
本

側
4
名
の
全
勝
者
に
対
し
、

宇
都
宮
徳
一
郎
会
長
か
ら
賞

品
が
渡
さ
れ
た
。

　
講
評
は
翁
子
瑜
審
判
長
よ

り
「
時
計
の
押
し
忘
れ
を
教

え
合
う
な
ど
友
好
的
で
マ
ナ

ー
が
非
常
に
良
か
っ
た
」

と
、
李
青
海
七
段
か
ら
は
プ

ロ
棋
士
の
目
線
か
ら
の
指
摘

が
あ
り
「
一
層
努
力
し
て
欲

し
い
」
と
話
さ
れ
た
。

　
最
後
に
尾
崎
常
務
副
会
長

の
閉
会
挨
拶
は
、
訪
日
団
、

大
会
参
加
者
へ
の
お
礼
と
次

回
参
加
を
呼
び
掛
け
、
宴
を

閉
じ
た
。

家
体
育
総
局
教
練
で
し
た
。

　
発
起
人
を
代
表
し
て
、
貫

洞
哲
夫
さ
ん
か
ら
は
、
故
人

の
都
日
中
の
役
員
ば
か
り
で

な
く
、
都
庁
時
代
か
ら
の
多

方
面
に
わ
た
っ
て
の
心
血
を

そ
そ
い
だ
貢
献
を
称
え
る
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
北
京
か
ら
か
け
つ
け
ら
れ

た
北
京
市
対
友
協
の
張
賽
娜

元
副
会
長
か
ら
は
「
私
が
対

友
協
に
入
職
し
た
時
か
ら
ご

指
導
を
い
た
だ
い
た
。
日
中

友
好
に
対
す
る
思
い
は
素
晴

ら
し
い
も
の
が
あ
っ
た
」
と

追
悼
の
挨
拶
、
ま
た
友
人
を

代
表
し
て
都
日
中
三
宅
進
副

会
長
か
ら
「
た
び
た
び
意
見

の
対
立
も
あ
っ
た
が
、
常
に

都
日
中
の
発
展
を
思
っ
て
の

こ
と
で
あ
り
、
都
日
中
に
私

財
を
投
げ
出
す
な
ど
公
私
と

も
に
貢
献
さ
れ
た
素
晴
ら
し

い
人
だ
っ
た
」
等
々
、
故
人

へ
の
数
々
の
思
い
出
や
各
方

面
に
貢
献
さ
れ
た
内
容
の
話

が
続
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
北
京
市
対
友
協
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
で
あ
る

莫
言
副
会
長
が
自
書
さ
れ
た

皿
が
記
念
品
と
し
て
、
張
賽

娜
さ
ん
か
ら
息
子
の
牧
田
和

也
さ
ん
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
京
王
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
43
階
ス
タ
ー
ラ
イ

ト
は
、
窓
か
ら
眼
下
に
都
庁

舎
を
見
下
ろ
せ
る
場
所
で
、

都
庁
時
代
の
お
仲
間
の
参
加

者
も
多
く
、
遺
影
を
囲
ん
で

記
念
写
真
を
撮
る
姿
が
目
立

ち
ま
し
た
。

　
ま
た
、
18
日
の
お
昼
に

は
、
お
身
体
の
す
ぐ
れ
な
い

と
こ
ろ
を
お
し
て
来
日
さ
れ

た
張
賽
娜
さ
ん
を
囲
ん
で
、

都
日
中
役
員
有
志
ら
に
よ
る

歓
迎
懇
談
会
が
、
工
学
院
大

学
孔
子
学
院
の
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。（
片
岡
）

中国大使館杯

第17回東京都日中友好囲碁大会

身
も
2
0
1
2
年
秋
か
ら
1

年
間
公
費
の
奨
学
金
を
受
給

し
て
北
京
の
中
国
政
法
大
学

へ
留
学
し
ま
し
た
。
こ
の
公

費
留
学
制
度
も
今
年
で
40
年

を
経
過
し
た
こ
と
も
あ
り
、

経
験
者
同
志
の
経
験
を
共
有

し
、
新
た
な
一
歩
が
踏
み
出

せ
れ
ば
と
考
え
、
奨
学
生
の

有
志
と
企
画
し
、
11
月
29
日

（
土
）
14
時
か
ら
東
京
中
国

文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
交
流
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
中
国
大
使
館

教
育
部
か
ら
陳
滔
偉
二
等
書

記
官
、
呉
明
二
等
書
記
官
の

両
名
も
お
越
し
く
だ
さ
り
、

全
部
で
40
人
近
い
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

　
立
食
形
式
に
よ
る
懇
親
を

深
め
た
あ
と
、
日
中
友
好
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
と
い
う

こ
と
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
非

常
に
熱
心
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
5
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ

の
話
し
合
っ
た
内
容
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
が
、
草
の
根

の
交
流
が
大
事
、
直
接
人
と

人
と
の
交
流
が
大
事
と
い
う

話
が
多
数
出
さ
れ
、
参
加
者

の
今
後
の
活
動
に
つ
な
が
れ

ば
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
来
年
度
以
降
も
継
続
し
て

実
施
す
る
こ
と
で
、
日
中
友

好
に
向
け
た
活
動
が
さ
ら
に

盛
り
上
が
る
よ
う
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
青
年
委
員
会
　
伊
藤
洋
平
）

日　 本　 と　 中　 国 東京版
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この1年の歩み

都日中

活
動
日
誌
2014年

①1/22 日中友好新年会（如水会館）
②1/14 都日中常務理事会新年会（新橋亭）
③1/19 北京市青少年アニメ訪日団歓迎会（日本青年館）
④1/26 漢詩かるた交流会（リフレッシュ氷川）
⑤2/2 豊島区日中、春節を祝う会
⑥2/2 北区日中、春節餃子パーティー
⑦2/7 目黒区日中、新年会
⑧2/8 千代田区日中、新春のつどい
⑨4/6 千代田区日中、留学生と交流お花見会

⑩2/15 2014年春節の集い（華豊）
⑪2/17  青梅マラソンに北京市民ランナー参加、

浅草で昼食会
⑫4/11  宇都宮会長、村岡久平全国理事長と

舛添要一都知事訪問
⑬4/6 昭和記念公園でお花見交流会
⑭6/14 東京都日中、第14回通常総会
⑮   総会レセプションで、中国大使館汪

婉参事官が祝賀挨拶

⑯5/15 豊島区日中総会
⑰5/30 葛飾区日中総会
⑱1/15 中国問題を読み解く連続講座（下荒地修二）
⑲2/19  中国問題を読み解く連続講座（阿南

ヴァージニア史代）
⑳3/12 中国問題を読み解く連続講座（辻村功）
�5/21 中国問題を読み解く連続講座（賀偉）
�6/18 中国問題を読み解く連続講座（西園寺一晃）

この1年の歩み
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《
一
月
》

6
日
　
仕
事
始
め

7
日
　
常
務
執
行
会
議

14
日
　
先
輩
方
を
囲
む
昼
食
懇

談
会（
新
橋
亭
）

15
日
　
中
国
問
題
を
読
み
解
く

連
続
講
座
：
下
荒
地
修
二

16
日
　
中
国
語
普
及
委
員
会

19
日
　
北
京
市
青
少
年
ア
ニ
メ

交
流
訪
日
団
歓
迎
会

22
日
　
二
〇
一
四
年「
新
春
対

談
」日
中
友
好
新
年
会

24
日
　
五
者
会
議

25
日
　
日
中
女
性
新
春
の
集
い

26
日
　
漢
詩
か
る
た
交
流
会

28
日
　
会
員
拡
大
委
員
会

29
日
　
常
務
執
行
会
議

30
日
　
文
化
交
流
委
員
会

31
日
　
広
報
委
員
会

《
二
月
》

2
日
　
北
区
日
中
春
節
餃
子
パ

ー
テ
ィ
ー
（
豊
島
区
日

中
）春
節
を
祝
う
会

6
日
　
中
国
語
普
及
委
員
会
記

念
事
業
特
別
委
員
会

7
日
　
目
黒
区
日
中
新
年
会

8
日
　
千
代
田
区
日
中
新
春
の

集
い

8
日
　
渋
谷
区
日
中
春
節
の
集

い

13
日
　
中
国
大
使
館
主
催
新
年

会

　
　
　
囲
碁
訪
中
団
出
発

14
日
　
北
京
市
民
ラ
ン
ナ
ー
青

梅
マ
ラ
ソ
ン
訪
日
団（
〜

18
）

15
日
　
二
〇
一
四
年
度「
春
節
の

集
い
」

17
日
　
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
訪
日
団

歓
迎
昼
食
会

19
日
　
中
国
問
題
を
読
み
解
く

連
続
講
座

23
日
　
中
国
語
春
期
ス
ク
ー
リ

ン
グ

25
日
　
大
田
区
日
中
新
春
の
集

い

28
日
　
常
務
執
行
会
議

《
三
月
》　

6
日
　
国
際
婦
人
デ
ー

10
日
　
第
1
回
事
業
検
討
P
T

12
日
　
定
款
検
討
P
T

　
　
　
中
国
問
題
を
読
み
解
く

連
続
講
座

13
日
　
中
国
語
普
及
委
員
会

17
日
　
第
2
回
事
業
検
討
P
T

24
日
　
中
国
語
初
級
ク
ラ
ス
修

了
式

25
日
　
会
員
拡
大
委
員
会

26
日
　
四
者
会
議

28
日
　
常
務
執
行
会
議

29
日
　
第
2
回
常
務
理
事
会
・
第

34
回
理
事
会

《
四
月
》

1
日
　
中
国
語
入
門
ク
ラ
ス
前

期
始
業
式

　
　
　
青
山
中
国
語
中
級
1
ク

ラ
ス
前
期
始
業
式

2
日
　
広
報
委
員
会
　
青
山
中

国
語
応
用
ク
ラ
ス
前
期

始
業
式

6
日
　
お
花
見
交
流
会

7
日
　
池
袋
教
室
中
級
2
ク
ラ

ス
始
業
式
　
神
田
中
国

語
初
級
ク
ラ
ス
前
期
始

業
式

10
日
　
代
表
団
派
遣
・
受
け
入
れ

委
員
会
　
記
念
事
業
特

別
委
員
会
　
中
国
語
普

及
委
員
会

15
日
　
女
性
部
会

17
日
　
文
化
交
流
委
員
会

20
日
　
日
中
友
好
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会

30
日
　
常
務
執
行
会
議

《
五
月
》

9
日
　
会
員
拡
大
委
員
会

13
日
　
常
務
執
行
会
議

15
日
　
記
念
事
業
特
別
委
員
会

　
豊
島
区
日
中
総
会

21
日
　
中
国
問
題
を
読
み
解
く

連
続
講
座
：
賀
偉

22
日
　
宇
都
宮
会
長
が
東
京
都

生
活
文
化
局
長
と
面
談

24
日
　
青
梅
市
日
中
友
好
協
会
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東京都日中 写 真
でみる

�7/26 渋谷区日中定期大会
�11/16 牧田安夫さんを偲ぶ会（京王プラザホテル）
�10/4 北区日中、区民まつりに参加
�11/9 東京・北京友好都市提携35周年記念集会（孔子学院）
�8/31 渋谷区日中、卓球愛好者交歓会
�10/23 婦人之友社、西園寺一晃・崔岩光さんの集い
�9/17 中国問題を読み解く連続講座（伊藤一彦）
�10/15 中国問題を読み解く連続講座（伊藤真）
�11/19 中国問題を読み解く連続講座（李順剛）

�7/5 豊島区日中、危険ドラッグ撲滅デモ
�8/9-11 太極柔力球協会主催の指導者講習会
�7/3  東京・北京友好都市提携35周年記念、

加藤嘉一講演会
�10/23 教職員部会連続講座（水野正昭）
�7/27 奥多摩渓谷を散策
�A,B 9/4  程永華駐日特命全権中国大使講演

会（科学技術振興機構）
�A 10/19  2014年市民交流訪中団、歓迎宴

（北京飯店）
�B  〃 莫言対友協副会長による永年会員の表彰
�7/15 北京市青少年キャラバン訪日団歓迎会
�9/23 高双進対友協副会長と歓迎懇談会
�9/7 第一回日中親善ゴルフ大会
�9/23 池袋ふくろ祭りで国際交流のみこしを担ぐ
�10/5 中国語スピーチコンテスト東京大会

東京都日中
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定
期
総
会

26
日
　
広
報
委
員
会

29
日
　
会
計
監
査

30
日
　
葛
飾
区
日
中
総
会
　
北

区
日
中
友
好
促
進
懇
談

会

《
六
月
》

4
日
　
常
務
執
行
会
議

5
日
　
中
国
語
普
及
委
員
会

7
日
　
第
3
回
常
務
理
事
会
・
第

35
回
理
事
会

10
日
　
女
性
部
会
　

14
日
　
第
14
回
通
常
総
会
・
祝
賀

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

18
日
　
中
国
問
題
を
読
み
解
く

連
続
講
座
：
西
園
寺
一
晃

　
　
　
文
化
交
流
委
員
会

19
日
　
記
念
事
業
特
別
委
員
会

25
日
　
広
報
委
員
会

28
日
　
日
中
友
好
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

29
日
　
青
年
委
員
会

《
七
月
》

3
日
　
加
藤
嘉
一
氏
講
演
会

7
日
　
会
員
拡
大
委
員
会

11
日
　
中
国
大
使
館
で
の
中
国

映
画
を
鑑
賞
す
る
会

14
日
　
北
京
市
青
少
年
キ
ャ
ラ

バ
ン
訪
日
団
来
日（
〜

19
）

15
日
　
北
京
市
青
少
年
キ
ャ
ラ

バ
ン
訪
日
団
歓
迎
会

16
日
　
中
国
問
題
を
読
み
解
く

連
続
講
座
：
小
林
さ
ゆ
り

17
日
　
中
国
語
普
及
委
員
会

23
日
　
常
務
執
行
会
議

27
日
　
小
澤
酒
造
見
学
と
散
策

《
八
月
》

1
日
　
代
表
団
派
遣
・
受
け
入
れ

委
員
会
　
記
念
事
業
特

別
委
員
会

3
日
　
講
演
と
映
画
の
集
い

6
日
　
文
化
交
流
委
員
会

8
日
　
広
報
委
員
会

20
日
　
常
務
執
行
会
議

24
日
　
中
国
語
夏
期
ス
ク
ー
リ

ン
グ

《
九
月
》

4
日
　
程
永
華
駐
日
特
命
全
権

中
国
大
使
講
演
会

5
日
　
中
国
語
普
及
委
員
会

7
日
　
日
中
親
善
ゴ
ル
フ
大
会

8
日
　
見
に
行
く
会
い
に
行
く

会
員
訪
中
団（
〜
13
日
）

9
日
　
女
性
部
会

12
日
　
会
員
拡
大
委
員
会

17
日
　
中
国
問
題
を
読
み
解
く

連
続
講
座
：
伊
藤
一
彦

22
日
　
日
中
友
好
交
流
会
議（
大

阪
）

23
日
　
北
京
市
人
民
対
外
友
好

協
会
高
双
進
副
会
長
・
李

維
建
科
長
歓
迎
夕
食
会

24
日
　
文
化
交
流
委
員
会

25
日
　
国
慶
節
祝
典（
大
使
館
主

催
）

26
日
　
中
国
語
普
及
委
員
会

27
日
　
第
36
回
理
事
会

《
十
月
》

1
日
　
青
山
教
室
応
用
ク
ラ
ス

後
期
始
業
式

4
日
　
訪
中
団
結
団
式

5
日
　
第
32
回
全
日
本
中
国
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

東
京
大
会

6
日
　
広
報
委
員
会
　
中
国
語

初
級
ク
ラ
ス
後
期
始
業

式

7
日
　
青
山
教
室
中
級
1
ク
ラ

ス
後
期
始
業
式
　
中
国

語
基
礎
ク
ラ
ス
始
業
式

8
日
　
常
務
執
行
会
議

15
日
　
中
国
問
題
を
読
み
解
く

連
続
講
座
：
伊
藤
真

16
日
　
雲
南
省
地
震
義
捐
金
を

大
使
館
へ
贈
呈

18
日
　
市
民
交
流
訪
中
団
出
発

（
〜
23
日
）

23
日
　
教
職
員
部
会
連
続
講
座

29
日
　
拡
大
・
各
地
区
代
表
者
会

議

30
日
　
中
国
語
普
及
委
員
会

31
日
　
文
化
交
流
委
員
会

《
十
一
月
》

1
日
　
日
中
友
好
秋
季
セ
ミ
ナ

ー
（
石
和
）講
演
と
交
流

会（
〜
2
日
）

4
日
　
女
性
部
会

7
日
　
中
国
語
研
修
事
前
説
明

会

9
日
　
東
京
―
北
京
友
好
都
市

提
携
35
周
年
記
念
祝
賀
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集
会

12
日
　
女
性
部
会
勉
強
会
―
民
族
と
宗
教

15
日
　
日
中
友
好
囲
碁
大
会
懇
親
会

16
日
　
牧
田
安
夫
さ
ん
を
偲
ぶ
会

19
日
　
常
務
執
行
会
議
　
中
国
問
題
を
読
み

解
く
連
続
講
座
：
李
順
剛

22
日
　
金
中
漢
詩
朗
誦
会

27
日
　
文
化
交
流
委
員
会

《
十
二
月
》

1
日
　
広
報
委
員
会

2
日
　
広
東
省
人
民
対
外
友
好
協
会
都
日
中

表
敬
訪
問

4
日
　
青
梅
市
日
中
友
好
協
会
設
立
30
周
年

式
典
祝
賀
会

7
日
　
健
康
麻
将
を
楽
し
む
会

9
日
　
女
性
部
会

11
日
　
中
国
語
普
及
委
員
会

16
日
　
常
務
執
行
会
議

17
日
　
文
化
交
流
委
員
会

26
日
　
仕
事
納
め



天童山の禅寺、天童寺で全員の記念撮影

上：北京市西城区代表団を
囲んで
下：左から章冬梅団長、原
田理事長、花川区長

上：金中漢詩朗誦会、左は仁木恭子さん
下：朗誦する金中さんと伴奏する王暁東さん
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以
前
な
ら
ば

「
抜
け
る
よ
う

な
北
京
秋
天
」

を
仰
ぎ
見
上
げ

る
訪
中
の
季
節

で
し
た
。
10
月

18
日
、
北
京
入

り
の
午
後
、
対

友
協
の
手
配
し

た
バ
ス
で
盧
燕

寧
さ
ん
に
よ
れ

ば
、
今
日
の
P

M
2
・
5
の
汚

染
度
は
4
0
0

で
す
と
。
こ
の
指
標
が
5

 

0

0
ま
で
の
5
段
階
で
、
既
に

危
険
の
域
に
あ
っ
た
と
い
う
。

　
と
も
か
く
覚
書
の
交
換
な

ど
の
友
好
行
事
無
事
終
了
の

翌
朝
、
我
々
は
北
京
南
駅
か

ら
あ
の
話
題
豊
富
な
高
速
鉄

道
に
乗
り
、
南
は
杭
州
寧
波

へ
と
向
っ
た
。

　
思
え
ば
1
9
7
8
年
、
時

の
鄧
小
平
副
総
理
が
東
京
か

ら
新
幹
線
に
乗
っ
て
京
都
を

訪
れ
た
車
中
で
の
一
言
「
風

の
よ
う
に
速
い
ね
。
私
達
も

中
国
高
速
鉄
道
に
乗
っ
て
寧
波
へ

市
民
交
流
訪
中
団
Ｂ
コ
ー
ス

晩
秋
に
ぴ
っ
た
り
の

「
漢
詩
朗
誦
会
」
開
か
れ
る

女
性
部
会
企
画
勉
強
会

講
師
古
島
琴
子
さ
ん

北
区
市
西
城
区
代
表
団
歓
迎

北
区
日
中

　
漢
詩
は
日
本
に
伝
わ
っ
て

か
ら
千
年
以
上
の
歴
史
が
経

ち
《
日
本
人
の
心
》
を
育
て

養
っ
て
き
た
、と
言
え
ま
す
。

但
し
、
日
本
語
の
「
訓
読
」

に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
限
界

が
あ
り
、
中
国
語
の
原
音
に

拠
る
『
音
』
の
魅
力
へ
の
挑

戦
が
待
た
れ
ま
し
た
。
そ
の

こ
と
を
十
年
前
に
、
外
国
語

大
学
の
留
学
生
・
金
中
さ
ん

が
「
漢
詩
朗
誦
会
」
と
し
て

　
11
月
12
日
、
都
日
中
女
性

部
会
企
画
の
第
二
回
「
中
国

を
知
る
た
め
の
勉
強
会
」
を

開
催
し
た
。
講
師
は
第
一
回

と
同
じ
古
島
琴
子
氏
、
テ
ー

マ
も
「
中
国
の
民
族
・
宗
教

│
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
民
族
に

　
去
る
10
月
29
日
、
北
区
と

北
区
日
中
は
共
催
で
北
京
市

西
城
区
代
表
団
の
歓
迎
宴
を

池
袋
の
ホ
テ
ル
・
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
で
開
催
し
た
。

　
こ
の
日
の
午
前
、
成
田
に

到
着
し
た
一
行
は
、
午
前
中

二
〇
一
五
年

「
北
京
市
青
少
年
交
流
訪
日
団
」歓
迎
会

２
月
14
日（
土
）

大
田
区
民
ホ
ー
ル
・
ア
プ
リ
コ

中
国
語
春
期
ス
ク
ー
リ
ン
グ

３
月
８
日（
日
）
10
時
～
16
時
半

大
田
区
民
セ
ン
タ
ー

今
走
ら
な
け
れ
ば
」
か
ら
始

ま
っ
た
中
国
高
速
鉄
道
。
四

縦
四
横
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

完
成
し
、
今
や
総
延
長
も
時

速
も
世
界
一
。

　
寧
波
ま
で
の
7
時
間
、
全

く
飽
き
る
こ
と
な
く
、
車
窓

か
ら
の
遠
景
〜
高
層
ビ
ル
が

林
立
す
る
都
市
。
緑
の
木
々

の
樹
間
を
染
め
る
健
気
な

花
々
の
近
景
〜
そ
し
て
巨
大

な
看
板
広
告
の
漢
字
な
ど
に

見
入
っ
て
い
た
。
時
速
は
3

5
0
キ
ロ
を
超
え
る
と
も
、

眺
め
は
悠
然
た
る
も
の
、
景

色
は
ゆ
っ
た
り
と
動
い
て
い

た
。
そ
れ
だ
け
広
大
な
空
間

を
有
す
る
国
土
な
の
だ
。

　
土
日
は
満
席
、
夜
出
発
、

朝
到
着
の
便
も
同
様
と
。
こ

れ
即
ち
庶
民
の
生
活
ス
タ
イ

ル
を
豊
か
に
し
、
経
済
活
動

の
活
発
化
へ
導
い
て
い
る
証

し
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
到
着
し
た
寧
波
。

10
月
22
日
、
終
日
市
内
見

学
。
中
国
五
山
の
一
つ
天
童

山
に
あ
る
禅
寺
へ
。
そ
の

昔
、
日
本
か
ら
の
栄
西
・
道

元
・
雪
舟
ら
も
参
禅
し
た
と

さ
れ
る
こ
の
お
寺
に
期
せ
ず

し
て
お
参
り
で
き
て
、
古
き

時
代
の
祈
り
に
想
い
を
馳
せ

る
縁
を
得
た
。
下
っ
て
徳
川

時
代
、
日
本
の
儒
学
に
も
新

思
潮
を
入
れ
た
明
代
の
著
名

な
哲
学
家
、
王
陽
明
の
旧
居

と
、
中
日
文
化
交
流
の
先
駆

者
と
も
称
さ
れ
る
教
育
家
、

朱
舜
水
の
旧
居
へ
導
か
れ
、

寧
波
と
は
古
く
か
ら
海
外
と

交
流
の
あ
っ
た
街
か
と
認
識

を
新
た
に
し
た
。

　
そ
し
て
帰
国
の
日
!
　
上

海
空
港
へ
杭
州
大
橋
を
渡
る

と
の
こ
と
。
海
の
す
ぐ
傍
の

白
い
路
面
の
綺
麗
な
道
路
だ

っ
た
。
全
長
36
キ
ロ
と
い
う

が
、
と
て
も
橋
と
思
え
な
か

っ
た
。

　
何
故
？
　
帰
国
後
調
べ
て

判
っ
た
が
宜
な
る
か
な
、
橋

下
の
浄
空
47
メ
ー
ト
ル
。
杭

州
湾
を
跨
ぐ
大
橋
と
あ
る
。

橋
の
下
即
ち
走
行
し
て
い
る

道
路
の
下
は
47
メ
ー
ト
ル
の

水
面
が
、
容
易
に
覗
け
る
筈

が
な
い
。
海
の
傍
と
見
て
い

た
が
、
実
は
橋
の
下
に
続
く

川
の
水
面
だ
っ
た
。

　
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。

中
国
は
広
大
な
大
陸
国
家
で

あ
る
。
心
の
奥
底
深
く
沁
み

込
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。

（
福
山
美
知
子
）

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
そ

の
金
中
氏
は
現
在
、
西
安
交

通
大
学
・
文
学
博
士
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
来
日
を
期
に
、

都
日
中
と
し
て
は
四
度
目
の

「
漢
詩
朗
誦
会
」
を
11
月
22

日
（
土
）
午
後
、
大
田
区
入

新
井
大
集
会
室
に
て
開
き
ま

し
た
。
三
連
休
の
初
日
に
も

か
か
わ
ら
ず
53
名
の
参
加
者

が
あ
り
、
ま
さ
に
演
技
者
、

聴
衆
が
一
体
と
な
り
、
二
時

間
有
余
を
漢
詩
の
魅
力
に
親

し
み
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
永
田
理
事
長
の
挨

拶
が
あ
り
、
朗
誦
者
の
金
中

氏
、
朗
誦
の
バ
ッ
ク
の
中
国

琵
琶
の
王
暁
東
氏
、
司
会
進

行
と
漢
詩
の
日
本
語
読
み
を

仁
木
恭
子
さ
ん
が
紹
介
さ

れ
、
第
一
部
で
は
日
本
で
も

良
く
知
ら
れ
て
い
る
五
言
絶

句
、
七
言
絶
句
の
名
作
で
あ

る
「
静
夜
思
」「
早
発
白
帝

城
」「
涼
州
詞
」
等
を
優
雅

に
朗
誦
し
、
第
二
部
で
は
名

詩
「
春
暁
」
を
、
各
自
の
隠

し
芸
ま
で
学
習
し
て
も
ら
お

う
と
、
藤
原
知
秋
氏
を
講
師

に
し
て
特
訓
。
早
速
、
そ
の

成
果
を
十
名
の
参
加
者
が
一

人
で
演
じ
て
金
中
氏
の
考
証

を
得
ま
し
た
。
第
三
部
は
、

金
中
氏
作
「
菅
原
道
真
」

や
、
同
じ
く
金
中
氏
訳
「
荒

城
之
月
」
な
ど
七
言
律
詩
や

七
言
古
詩
が
詠
じ
ら
れ
、
会

場
の
絶
賛
を
浴
び
ま
し
た
。

　
中
国
語
普
及
委
員
会
は

「
漢
詩
か
る
た
」
の
普
及
や

大
会
の
開
催
も
行
い
つ
つ

「
漢
詩
朗
誦
会
」
の
数
年
ご

と
の
開
催
を
目
指
し
ま
す
。

（
文
・
松
井
）

つ
い
て
」
の
続
編
で
あ
っ

た
。

　
最
初
に
前
回
の
補
足
と
し

て
（
1
）
中
国
の
重
要
課
題

│
所
得
格
差
、
民
族
、
環
境

（
2
）
漢
族
の
思
想
（
3
）

東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ム
教

国
（
4
）
ウ
イ
グ
ル
問
題
な

ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。
い

ず
れ
も
現
在
の
中
国
の
抱
え

る
今
日
的
課
題
で
あ
り
、
さ

ら
に
深
い
内
容
に
つ
い
て
知

り
た
い
と
の
思
い
を
強
く
す

る
も
の
と
な
っ
た
。 

　
今
回
は
寧
夏
回
族
自
治
区

に
次
い
で
回
族
が
多
い
雲
南

が
主
要
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

雲
南
の
回
族
は
、
元
代
フ
ビ

ラ
イ
の
雲
南
攻
略
に
と
も
な

い
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
ト
ル
コ

系
、
イ
ラ
ン
系
、
ア
ラ
ブ
系

の
民
族
が
大
量
に
移
住
し
て

き
た
こ
と
に
始
ま
る
。
続
い

て
明
代
に
は
雲
南
に
あ
っ
た

タ
イ
族
王
国
征
討
軍
と
し
て

中
国
本
土
か
ら
、
大
量
の
回

族
、
漢
族
兵
士
が
来
て
雲
南

に
定
住
し
た
こ
と
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
、
雲
南
の
少

数
民
族
の
成
り
立
ち
に
つ
い

て
興
味
深
く
聞
い
た
。

　
現
代
の
雲
南
の
回
族
人
口

は
約
67
万
人
、
省
人
口
の

1
・
5
％
で
あ
る
が
、
清
代

に
は
80
万
人
余
り
で
当
時
と

し
て
は
人
口
が
多
く
、
清
末

に
は
大
理
を
中
心
に
反
乱
を

お
こ
し
て
清
朝
か
ら
独
立
を

図
っ
た
が
敗
北
し
、
虐
殺
さ

れ
た
り
国
外
に
逃
亡
し
た
歴

史
を
知
っ
た
。
現
在
雲
南
の

回
族
は
商
工
業
、
農
業
兼
小

規
模
商
工
業
な
ど
に
従
事
す

る
者
が
多
く
、
生
活
水
準
、

文
化
水
準
も
比
較
的
高
く
、

安
定
し
た
暮
ら
し
が
営
ま
れ

て
い
る
。
中
国
が
雲
南
を
通

じ
て
東
南
ア
ジ
ア
に
進
出
し

て
い
っ
た
様
子
が
語
ら
れ
、

歴
史
の
中
か
ら
見
え
て
く
る

地
域
の
文
化
、
民
族
に
つ
い

て
知
る
よ
い
機
会
と
な
っ

た
。

　
ま
た
講
師
が
、
1
9
9
1

年
か
ら
2
0
1
1
年
ま
で
、

雲
南
南
部
の
哀
牢
山
脈
の
中

腹
に
あ
る
ハ
ニ
族
の
村
の
女

の
子
に
就
学
援
助
を
し
て
き

た
記
録
が
映
像
と
と
も
に
語

ら
れ
た
。
地
域
、
集
落
、
学

校
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
、

そ
し
て
家
族
の
変
遷
な
ど
を

見
る
と
、
長
期
間
支
援
を
続

け
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
、
参

加
者
は
興
味
と
と
も
に
感
嘆

の
思
い
を
深
く
し
た
。

　
広
大
な
中
国
、
そ
こ
に
暮

ら
す
少
数
民
族
の
人
々
、
そ

の
宗
教
な
ど
語
り
つ
く
せ
な

い
も
の
が
あ
る
と
感
じ
る
と

同
時
に
、
さ
ら
な
る
興
味
と

関
心
を
新
た
に
す
る
講
座
で

あ
っ
た
。

（
奥
真
理
子
）

に
北
京
第
一
実
験
小
と
姉
妹

校
の
王
子
小
学
校
を
訪
問
。

そ
の
後
、
区
役
所
を
表
敬
、

高
齢
者
福
祉
施
設
の
見
学
な

ど
、
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
精
力
的
に
こ
な
し
た
。

　
そ
の
疲
れ
も
見
せ
ず
、
歓

迎
宴
で
は
、
日
本
側
参
加
者

と
和
や
か
に
懇
談
し
た
。
章

冬
梅
団
長
（
西
城
区
人
民
政

府
高
級
顧
問
）は
、日
本
側
の

も
て
な
し
に
感
謝
を
述
べ
、

今
後
も
両
区
の
交
流
の
発
展

に
期
待
を
述
べ
ら
れ
た
。

鋼管
HANEDA

取締役社長　野口雄司

㍿羽田パイプ製造所

東京都大田区北糀谷 2－10－13
電 話（03）3742－0161（代）
 http://www.haneda-pipe.co.jp
 E-mail : hpw@haneda-pipe.co.jp
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参 加 者 募 集 ！ ！  

「漢詩かるた」で楽しむ李白や杜甫の世界

 
 

●かるた大会(団体戦・個人戦)  ●漢詩朗誦
とき：2015 年 1 月 25 日（日） 
会場:渋谷区リフレッシュ氷川  
参加費:一般･大学生 1200 円 
会員 1000 円／中高生・留学生 500 円 

 小学生以下無料 
 
お申込・お問合せは事務局まで 
TEL：03-3295-8241 申込締め切り：1月16日(金)
E-mail：to-nicchu@jcfa-tyo.net 

漢詩かるた交流会 

ご
　
案
　
内

場所：渋谷区リフレッシュ氷川

中国の料理＆音楽などの文化を堪能し、伝
統的な旧正月の雰囲気を味わおう 

2015年2月15日(日)  13時30分～ 

2015年「春節を祝う会」 

会費：一般2,000円／学生：1,500円
イベント：南京玉すだれ・歌・踊り

　お申し込みは事務局まで
　TEL:03-3295-8241  FAX:03-3295-8255
　E-mail ： to-nicchu@jcfa-tyo.net



一般社団法人

 
参加のお問合わせ：電話 03-3295-8241 FAX：03-3295-8255
 Email：to-nicchu@jcfa-tyo.net

23 金

上：大人気のパン
ダの着ぐるみ
下：テントをバッ
クの渋谷区日中
の役員

コッヘルでスープを作って乾杯！

中瀬遊歩道で飛び石橋を渡る

ランチバイキングでの昼食タイム

優勝の内田慶選手に田嶋智裕
理事長より千代田区長杯を贈呈

日　 本　 と　 中　 国 東京版（23） （2015年） 1月1日

や
か
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
開
会
式
で
、
実
行
委
員
長

の
井
上
順
さ
ん
や
、
桑
原
敏

武
区
長
ら
の
挨
拶
の
の
ち
、

公
園
い
っ
ぱ
い
に
作
ら
れ
た

各
種
団
体
の
テ
ン
ト
に
混
じ

っ
て
、
渋
谷
区
日
中
の
テ
ン

ト
で
は
例
年
通
り
甘
栗
や
中

国
物
産
を
販
売
し
た
。

　
今
年
は
テ
ン
ト
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
、
パ
ン
ダ
の
着
ぐ

る
み
を
購
入
し
て
、
役
員
が

交
代
で
着
た
と
こ
ろ
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
や
親
た
ち
が

パ
ン
ダ
に
集
ま
っ
て
、
写
真

を
撮
る
な
ど
の
人
だ
か
り
が

で
き
た
。
中
に
は
パ
ン
ダ
か

ら
離
れ
な
い
子
ど
も
や
、
遠

く
か
ら
「
パ
ン
ダ
ち
ゃ
ん
」

と
駆
け
寄
っ
て
く
る
子
ど
も

な
ど
、
大
人
気
で
あ
っ
た
。

　
テ
ン
ト
に
寄
っ
て
く
る
人

た
ち
に
、
日
中
友
好
の
大
切

さ
を
呼
び
か
け
た
が
、
パ
ン

ダ
の
効
果
も
あ
っ
て
か
、
今

年
は
甘
栗
の
売
り
上
げ
も
伸

び
て
、
例
年
よ
り
も
2
時
間

く
ら
い
早
く
、
売
り
切
れ
て

し
ま
っ
た
。

　
11
月
23
日
、
葛
飾
区
日
中

で
は
第
19
回
バ
ス
ハ
イ
ク

「
み
か
ん
狩
り
と
養
老
渓

谷
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
渋
谷
区
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
11
月
2
、3
日
、代
々
木

公
園
で
開
か
れ
た
。
今
年
は

代
々
木
公
園
も
デ
ン
グ
熱
で

大
騒
ぎ
と
な
っ
た
が
、
蚊
の

季
節
も
終
わ
り
、
多
く
の
人

出
で
賑
わ
っ
た
。
区
内
の
小

学
校
や
少
年
ス
ポ
ー
ツ
団
体

な
ど
の
入
場
パ
レ
ー
ド
が
、

会
場
の
サ
ッ
カ
ー
場
へ
と
賑

　
12
月
7
日（
日
）、
N
P
O

法
人
東
京
都
日
中
友
好
協

会
、
千
代
田
区
日
中
友
好
協

会
、
一
般
社
団
法
人
日
本
健

康
麻
将
協
会
の
日
中
友
好
交

流
3
団
体
コ
ラ
ボ
に
よ
る
初

の
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
交
流
大

会
「
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
楽

し
む
会
」
が
、
千
代
田
区
神

田
「
ゴ
ー
ス
タ
ア
ネ
ッ
ク

ス
」
を
会
場
に
し
て
開
催
さ

れ
た
。

　
11
月
16
日
（
日
）、
昨
年

に
引
き
続
き
「
高
尾
山
日
帰

り
ハ
イ
ク
」
が
開
催
さ
れ

た
。
今
年
は
14
名
が
参
加
、

少
数
精
鋭
の
ハ
イ
キ
ン
グ
メ

ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
快
晴
で

風
も
殆
ど
な
く
、
絶
好
の
ハ

イ
キ
ン
グ
日
和
。

　
今
回
は
、
広
葉
樹
と
針
葉

樹
が
織
り
な
し
て
展
望
も
楽

し
め
る
尾
根
歩
き
の
稲
荷
山

コ
ー
ス
で
、
直
接
山
頂
を
目

指
し
た
（
一
部
の
人
は
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
を
利
用
）。

　
高
尾
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
清

滝
駅
の
南
側
か
ら
稲
荷
山
コ

ー
ス
に
入
り
、
最
初
は
急
登

が
続
い
て
、
息
を
切
ら
す
メ

ン
バ
ー
も
い
た
が
、
励
ま
し

な
が
ら
進
ん
だ
。
旭
稲
荷
の

祠
を
過
ぎ
る
と
緩
や
か
に
な

り
、
稲
荷
山
山
頂
に
出
た
。

　
山
頂
か
ら
は
八
王
子
市
街

や
新
宿
副
都
心
方
面
の
眺
め

が
す
ば
ら
し
い
。
そ
の
先
、

登
り
下
り
を
交
え
た
尾
根
道

は
広
々
と
し
て
明
る
さ
を
増

し
て
く
る
。
そ
し
て
、
最
後

の
急
な
階
段
を
上
り
き
り
、

山
頂
に
到
着
。

　
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
真
只
中

と
あ
っ
て
、
山
頂
は
人
で
ご

っ
た
返
し
て
い
る
。
や
っ
と

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
待
ち

に
待
っ
た
昼
食
。
コ
ッ
ヘ
ル

で
湯
を
沸
か
し
、
ス
ー
プ
を

作
り
、
ほ
ん
の
少
し
で
あ
る

が
山
岳
キ
ャ
ン
プ
の
雰
囲
気

紅
葉
の
養
老
渓
谷
に
バ
ス
ハ
イ
ク

高
尾
山
日
帰
り
ハ
イ
ク

友
好
バ
ス
ハ
イ
ク

日
中
友
好
交
流
３
団
体
初
コ
ラ
ボ
で

第
１
回
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
楽
し
む
会

渋
谷
区
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　〝
広
報
か
つ
し
か
〞
で
募

集
し
た
区
在
住
の
中
国
人
と

そ
の
家
族
、
及
び
日
中
友
好

に
関
心
の
あ
る
区
民
と
区
日

中
会
員
の
合
計
45
名
が
、
早

朝
に
区
役
所
前
に
集
合
。
葛

飾
区
文
化
国
際
交
流
・
担
当

者
（
区
日
中
は
区
の
関
係
部

門
と
20
年
に
わ
た
り
良
好
な

関
係
）
の
見
送
り
を
受
け
、

目
的
地
に
向
け
出
発
し
た
。

　
車
中
で
は
早
速
、
自
己
紹

介
が
始
ま
り
、
今
回
は
北

京
、
上
海
、
無
錫
、
大
連
、

瀋
陽
、
チ
チ
ハ
ル
と
い
っ
た

地
方
の
出
身
者
が
参
加
し

た
。
A
P
E
C
で
3
年
ぶ
り

に
日
中
首
脳
会
談
が
あ
っ
た

後
で
、
日
中
間
の
緊
張
が
ゆ

る
ん
だ
こ
と
も
あ
り
車
中
で

は
和
や
か
に
会
話
が
は
ず
ん

だ
。

　
暖
か
な
晴
天
の
も
と
で
、

養
老
渓
谷
で
は
紅
葉
の
名

所
、
中
瀬
遊
歩
道
を
散
策
、

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
共
栄
橋
を

渡
る
と
川
の
流
れ
は
極
め
て

緩
や
か
で
、
水
面
に
周
囲
の

紅
葉
の
景
色
が
映
る
幻
想
的

風
景
に
見
と
れ
た
。
川
幅
が

広
く
奇
岩
や
勇
壮
な
奇
壁
が

あ
る
一
方
、
遊
歩
道
は
比
較

的
狭
く
起
伏
の
あ
る
川
岸
に

あ
る
。
川
の
中
の
飛
び
石
橋

を
三
度
も
渡
る
ス
リ
ル
満
点

の
遊
歩
道
で
あ
っ
た
が
、
参

加
の
日
中
の
子
供
た
ち
は

嬉
々
と
し
て
通
り
抜
け
、
1

時
間
余
り
の
散
策
を
楽
し
ん

だ
。

　
そ
の
後
房
総
半
島
を
縦

断
、
海
沿
い
の
勝
浦
を
通
り

抜
け
、
鴨
川
「
み
ん
な
み
の

里
」
に
て
昼
食
。
き
れ
い
に

飾
ら
れ
た
和
食
膳
に
中
国
人

参
加
者
は
歓
声
を
あ
げ
、
舌

鼓
を
打
ち
、
食
後
の
買
い
物

を
楽
し
ん
だ
。

　
休
息
の
後
は
待
望
の
み
か

ん
狩
り
で
、
南
房
総
千
倉
オ

レ
ン
ジ
セ
ン
タ
ー
へ
と
向
か

っ
た
。
初
め
は
皆
、
甘
い
み

か
ん
の
木
が
わ
か
ら
ず
戸
惑

っ
た
が
、
指
導
員
の
助
け
も

あ
り
最
後
は
甘
い
み
か
ん
を

十
分
味
わ
い
、
収
穫
し
た
。

　
帰
路
は
盛
り
沢
山
の
賞
品

の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
木
更

津
か
ら
「
海
ほ
た
る
」
に
向

か
い
、
東
京
湾
の
夜
景
を
見

学
し
て
か
ら
帰
着
し
た
。

　
好
天
に
も
恵
ま
れ
た
一
日

で
、
皆
満
足
の
笑
顔
で
来
年

の
再
会
を
約
し
て
家
路
に
つ

い
た
。 

（
前
田
久
男
）

　
北
区
日
中
恒
例
の
友
好
バ

ス
ハ
イ
ク
が
、
11
月
23
日
に

中
伊
豆
方
面
に
向
け
実
施
さ

れ
た
。
日
本
人
11
名
、
中
国

人
28
名
、
合
計
39
名
が
参
加

し
た
。
高
速
に
入
る
と
い
き

な
り
の
大
渋
滞
と
な
っ
た

が
、
車
中
で
は
全
員
の
自
己

紹
介
、
恒
例
の
ビ
ン
ゴ
大
会

で
盛
り
上
が
っ
た
。

　
途
中
の
車
窓
か
ら
見
え
る

富
士
山
と
紅
葉
に
感
動
し
つ

葛
飾
区
日
中

北
区
日
中

渋
谷
区
日
中

つ
、
最
初
の
目
的
地
、
み
ん

な
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
に
到

着
。
こ
こ
で
バ
イ
キ
ン
グ
の

ラ
ン
チ
を
満
喫
し
た
後
、
日

本
最
大
級
の
ス
テ
ー
ジ
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
ポ
リ
ネ
シ
ア

ン
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
を
見
学
し

た
。

　
次
の
目
的
地
は
三
津
シ
ー

パ
ラ
ダ
イ
ス
。
イ
ル
カ
の
曲

芸
に
大
人
も
中
国
の
子
供
た

ち
も
大
喜
び
し
た
後
、
海
産

物
店
で
ア
ジ
の
開
き
等
の
買

い
物
を
し
た
。

　
帰
路
は
再
び
高
速
の
大
渋

滞
で
、
予
定
よ
り
3
時
間
遅

れ
の
午
後
9
時
半
過
ぎ
の
帰

京
で
あ
っ
た
。

　
楽
し
い
1
日
の
別
れ
を
惜

し
み
つ
つ
、
再
会
を
約
し
て

解
散
。

（
丸
山
）

　
参
加
選
手
は
前
述
の
3
団

体
20
名
の
他
に
、
中
国
マ
ー

ジ
ャ
ン
を
楽
し
む
中
国
人

卓
、
初
心
者
・
入
門
者
の
た

め
の
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
総
勢
30
名
と
な
っ

た
。

　
開
催
に
先
立
ち
、
東
京
都

日
中
を
代
表
し
て
斎
藤
成
常

務
理
事
、
千
代
田
区
日
中
、

健
康
麻
将
協
会
を
代
表
し
て

田
嶋
智
裕
理
事
長
が
挨
拶
し

た
。
大
会
は
半
チ
ャ
ン
4
回

戦
、
和
気
藹
々
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
も
と
行
わ
れ
、
何

の
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
終
了
し

た
。

　
千
代
田
区
長
杯
が
用
意
さ

れ
、
優
勝
者
に
日
本
健
康
麻

将
協
会
の
田
嶋
智
裕
理
事
長

よ
り
贈
呈
さ
れ
た（
写
真
）。

参
加
者
全
員
に
賞
品
が
配
ら

れ
た
。

　
多
く
の
方
が
久
し
ぶ
り
に

牌
の
感
触
を
楽
し
ま
れ
た
様

子
で
、
会
場
に
は
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
た
。
優
勝
は
内
田

慶
選
手（
日
健
麻
）、
準
優
勝

が
斎
藤
正
選
手
、
3
位
が
高

野
正
二
郎
選
手（
都
日
中
）、

4
位
に
三
柳
鉄
雄
選
手（
千

代
田
日
中
）が
つ
け
た
。
も

と
も
と
実
力
の
あ
る
選
手
た

ち
の
顔
ぶ
れ
だ
。

付
属
的
に
用
意
し
た
「
ビ
ギ

ナ
ー
ズ
・
コ
ー
ナ
ー
」
も
好

評
で
あ
っ
た
。

（
千
代
田
区
日
中
・
西
野
）

優
勝
は

内
田
慶
選
手
！

を
味
わ
う
。
食
事
を
し
な
が

ら
、
会
話
が
弾
み
交
流
が
深

ま
っ
て
い
き
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
た
。

　
帰
路
は
メ
イ
ン
ル
ー
ト
の

1
号
路
を
下
り
、
薬
王
院
を

経
て
清
滝
駅
前
広
場
に
到
着

し
た
。
無
事
ケ
ガ
人
も
な

く
、
こ
こ
で
解
散
。 （
小
野
）
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2015
東
京
都
日
中
友
好
協
会
名
誉
会
長

（
公
社
）日
中
友
好
協
会
名
誉
副
会
長

貫
洞
哲
夫

東
京
都
日
中
友
好
協
会
副
理
事
長

石
田
昌
三
九

東
京
都
日
中
友
好
協
会
常
務
理
事

渋
谷
区
日
中
友
好
協
会
理
事

橋
本
准
子

東
京
都
日
中
友
好
協
会
元
理
事

中
国
帰
還
者
連
絡
会
会
員

大
村
作
蔵

東
京
都
日
中
友
好
協
会
参
与

国
際
経
営
経
済
研
究
所
所
長

梶
山
卓
二

東
京
都
日
中
友
好
協
会
会
員

向
山
た
つ
美

東
京
都
日
中
友
好
協
会
会
員

吉
田
愛
子

東
京
都
日
中
友
好
協
会
会
員

依
光
恒
治

東
京
都
日
中
友
好
協
会
会
長

㈱
ミ
ノ
フ
ァ
ー
ゲ
ン
製
薬
代
表
取
締
役
社
長

宇
都
宮
徳
一
郎

東
京
都
日
中
友
好
協
会
副
理
事
長

豊
島
区
日
中
友
好
協
会
副
会
長

海
老
澤
ひ
さ
ゑ

東
京
都
日
中
友
好
協
会
常
務
理
事

遼
寧
本
渓
友
好
一
〇
〇
年
会
代
表
幹
事

前
田
久
男

東
京
都
日
中
友
好
協
会
会
員

指
圧
鍼
灸
接
骨
院
元
気
堂
院
長

宮
崎
幸
夫

「
富
士
山
泰
山
友
好
山
」
提
案
締
結

「
自
強
術
世
界
普
及
会
」
会
長

松
澤
光
臣

東
京
都
日
中
友
好
協
会
常
務
副
会
長

㈱
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
ワ
タ
ナ
ベ
代
表
取
締
役

渡
辺
道
代

東
京
都
日
中
友
好
協
会
副
理
事
長

中
野
区
日
中
友
好
協
会
理
事
長

奥
真
理
子

東
京
都
日
中
友
好
協
会
参
与

（
一
社
）日
本
太
極
柔
力
球
協
会
監
事

多
田
義
明

東
京
都
日
中
友
好
協
会
参
与

東
京
三
立
学
院
理
事
長

直
江
昌
則

東
京
都
日
中
友
好
協
会
会
員

マ
ッ
サ
ー
ジ
は
り
灸
元
気
堂
院
長

宮
崎
ゆ
み
子

東
京
都
日
中
友
好
協
会
常
務
副
会
長

豊
島
区
日
中
友
好
協
会
会
長

尾
崎
隆
信

東
京
都
日
中
友
好
協
会
副
理
事
長

大
田
区
日
中
友
好
協
会
監
事

川
本
淳
子

東
京
都
日
中
友
好
協
会
事
務
局
長

栗
山
眞
之

（
公
社
）北
沢
法
人
会
相
談
役

成
城
警
察
懇
話
会
会
長

佐
伯
久
吉

東
京
都
日
中
友
好
協
会
参
与

目
黒
区
日
中
友
好
協
会
理
事

福
山
美
知
子

東
京
都
日
中
友
好
協
会
常
務
副
会
長

中

野

修

東
京
都
日
中
友
好
協
会
副
理
事
長

渋
谷
区
日
中
友
好
協
会
事
務
局
長

高
野
勇
一

東
京
都
日
中
友
好
協
会
理
事

渋
谷
区
日
中
友
好
協
会
理
事
長

伊
藤
美
代
子

伝
統
武
術
淺
山
一
傳
流
体
術

武
徳
会
会
長

坂
井
英
二

東
京
都
日
中
友
好
協
会
参
与

山
岸
隆
史

東
京
都
日
中
友
好
協
会
副
理
事
長

丸
山
不
動
産
㈱
代
表
取
締
役

丸
山
隆
司

東
京
都
日
中
友
好
協
会
副
会
長

大
田
区
日
中
友
好
協
会
会
長

松
原
忠
義

練
馬
区
春
日
町
南
地
区
区
民
館

中
国
語
講
師

下
田
長
四
郎

東
京
都
日
中
友
好
協
会
理
事

近
代
日
本
美
術
協
会
監
事

中
村
瑞
子

卓
球
国
際
審
判
員

渋
谷
区
日
中
友
好
協
会
理
事

鈴
木
静
香

東
京
都
日
中
友
好
協
会
常
務
理
事

渋
谷
区
日
中
友
好
協
会
副
会
長

荒
井
和
子

東
京
都
町
田
市
日
本
中
国
友
好
協
会
会
長

青
海
省
児
童
基
金
委
員
長

関
口
美
恵
子

（
公
社
）日
中
友
好
協
会
常
務
理
事

東
京
都
日
中
友
好
協
会
理
事
長

永
田
哲
二

東
京
都
日
中
友
好
協
会
理
事

葛
飾
区
緑
化
推
進
協
力
員
会
会
長

野

瀨

喬

（
公
社
）日
中
友
好
協
会
名
誉
副
会
長

東
京
都
日
中
友
好
協
会
顧
問

村
岡
久
平

東
京
都
日
中
友
好
協
会
常
務
理
事

東
京
都
日
中
教
職
員
部
会
会
長

小
嶋
雄
二

青
梅
市
日
中
友
好
協
会
会
長

東
京
都
日
中
友
好
協
会
理
事

山
下
英
夫

（
宗
）仏
国
土
を
つ
く
ろ
う
会
会
長

岩
佐
澄
隆

東
京
都
日
中
友
好
協
会
理
事

中
野
区
日
中
友
好
協
会
副
会
長

町
田
文
子

東
京
都
日
中
友
好
協
会
会
員

任
意
団
体
「
L
i
n
k
」
代
表
者

滝
沢
春
子

東
京
都
日
中
友
好
協
会
顧
問

㈲
露
満
堂
取
締
役片

岡

健

東
京
都
日
中
友
好
協
会
常
務
理
事

笹
本
直
衛

㈱
プ
ロ
フ
ェ
ー
ス
・
シ
ス
テ
ム
ズ

代
表
取
締
役

田　

一

輝

東
京
都
日
中
友
好
協
会
顧
問

渋
谷
区
日
中
友
好
協
会
相
談
役

坂
田
和
子

東
京
都
日
中
友
好
協
会
常
務
理
事

杉
山
政
利

東
京
都
日
中
友
好
協
会
監
事

日
本
健
康
麻
将
協
会
会
長

田 

邊 

恵 

三

梅
窓
院
住
職

中
島
真
成

東
京
都
日
中
友
好
協
会
顧
問

松
井
幸
雄

東
京
都
日
中
友
好
協
会
常
務
理
事

日
本
太
極
養
生
健
身
会
会
長

竹
内
彰
一

東
京
都
日
中
友
好
協
会
参
与

書　
　

家

井
垣
清
明

東
京
都
日
中
友
好
協
会
会
員

Ｎ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
㈱
代
表
取
締
役

中

根

純

長
崎
唐
通
事
平
井
家
子
孫
十
三
代
目

㈱
テ
ィ
・
エ
フ
・
ケ
イ
代
表
取
締
役

平
井
靖
人

中
野
区
日
中
友
好
協
会

上
島
昌
之

会　

長

目
黒
区
日
中
友
好
協
会

有

座

猛

会　

長

周
而
復
『
長
城
万
里
図
』
全
六
巻
刊
行
会

日
中
二
十
一
世
紀
翻
訳
会　

責
任
者

伊
井
健
一
郎

ジ
ェ
イ 

エ
ッ
チ 

シ
ー
株
式
会
社

玉
田
裁
司

代
表
取
締
役
社
長

北
区
日
中
友
好
協
会花

川
與
惣
太

　

他
役
員
一
同

会
　
長

渋
谷
区
日
中
友
好
協
会

　

役
員
一
同

西
東
京
市
日
中
友
好
協
会

　

役
員
一
同

工
学
院
大
学
孔
子
学
院

西
園
寺
一
晃

学
院
長

水
野
明
哲

理
事
長

株
式
会
社
臼
井
工
業
研
究
所

臼
井
芳
雄

代
表
取
締
役

新し
ん

橋き
ょ
う

𠅘て
い

中
国
料
理

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

東
京
太
極
拳
協
会

日
中
友
好
促
進

大
田
区
議
会
議
員
連
盟

日
中
友
好　

北
京
市
西
城
区
姉
妹
都
市

北
区
議
会
議
員
連
盟

墨
田
区
議
会
国
際
親
善
議
員
連
盟

東
京
都
日
中
友
好
協
会
常
務
理
事

㈱
亜
東
書
店
会
長三

好

敏

北
京
市
人
民
対
外
友
好
協
会
名
誉
理
事

北
野
ア
ー
ム
ス
・
ザ
キ
タ
ノ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

北
野
次
登

代
表
取
締
役
会
長

迎 春




